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1　は　じ　め　に

緑肥作物は堆厩肥等の補完として栽培されてきたが，最

近は線虫抑制作物として付加価値を高めた緑肥作物が求め

られている。ギニアグラス（イネ科）は暖地型飼料作物で，

関東以西では線虫密度の高い圃場に導入した場合，線虫密

度が低下して，後作のメロン等に好影響を及ぼすことが確

認されている。従来からの緑肥作物同様に，北東北でも栽

培が可能なことが確認されたので報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験場所　岩手農試県南分場

（2）圃場条件　褐色低地土

（3）供試作物1）ギニアグラス：ナツカゼ

2）対照・ソルガム：パイオニア988

（4）試験区分　試験Ⅰ作　　期　　（1987年）

試験Ⅱ　施肥量と播種量（1988年）

試験Ⅲ　栽植様式　　　（1989年）

（5）試験条件と耕種概要　表1のとおり

蓑1供試条件と糾種概要
法
輪
lg

分

供 武作物
播種 亀

10 a ）

橿踵靭

（〃／臼〉
裁嶋桂

刈 取 り

り レl＝
媒　 肥 娼　 肥

一 番 草 ∴悉窄 1 悉 肇

l

4 、二7 クうス 2
6／4
7′2

8 ′4
9／2

集　 積
N ・P ・K

代目0 10

8 ′2 1
9 ′2

10 ′Ⅰ5
llレ 5ソ ル カ「ム 3

ロ

峯ニ7 グラス 1．2．3

6／2 蚤　 搭

戚 肥 5 5 5

標 肥 10 10 10
多肥 15 15 15

5
10

15

一 番や 8 ′4

二番草 9′22ソ ル ガ ム 2．3．4 ．

t

ギニアグラス 2

5′12

集　 播

tO tO l0 4 10

一番や 7′19

二流や 8／22

二番 ¢ 10／7

ソ　ル ガ ム 3

キここアグラス 3 全 面

金轡橿
ゾ ル ガ ム 8

托，t区20【膚．21ズ削

3　試　験　結　果

（1）試験Ⅰ．作　期：表2に作期別の生育と収量を示

した。出穂期を前提として刈取ったが，草丈．生草重，乾

物垂からみて，播種の晩限は8月上旬と考えられる。図1

に作期別生育期間（播種～出穂期）の積算気温を示した○

ソルガムに比較して，ギニアグラスの出穂は6月～7月播

種ではやや遅れる傾向であったが，8月播種ではほぼ同じ

であった。その間の積算気温はギニアグラスで1412～1856

℃，日平均気温で21．4～22．4℃，ソルガムは1459～1635，

21．2～22．1℃を要した。9月椿はギニアグラス，ソルガム

とも生育不良で実用的でなかった。
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図1　作期別生育期間の積算気温
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図2　ギニアグラスの
生育・収量調査
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図3　ソルカムの生育
・収量調査

（2）試験Ⅱ　施肥量と播種皇：ソルガムの施肥量，播種

量を標準にしてギニアグラスについて検討した。図2にギ

ニアグラス．図3ドソルガムの施肥畠及び施肥量の要因別

比較を示した。その要旨は下記のとおりであった。

1）1回刈り（一番草）

a，施肥量：生学童，乾物垂はギニアグラス，ソル

ガムとも多肥区が多収。

b，播種量：生草重，乾物重はギニアグラスは3kg

／10a，ソルガムは4k／10aと播種増量区が

多収。

2）2回刈り（一番草＋二番草）

a．施肥量（一番草＋

二番苧）

（》ギニアグラス

生草重：多肥＞標肥＞減肥

乾物垂：標肥＞多肥＞減肥

（診ソルガム

生学童：多肥＞標肥＞減肥

乾物垂：標肥＝多肥＞減肥

b．播種員（一番草十

二番草）

（》ギニアグラス

生草垂：3kg／10a

＞2＞1

乾物垂：2kg／10a

＞3＞1

（診ソルガム

生学童：4kg／10a

＞3＞2

乾物垂：2kg／10a

＞3＞4

（3）試験Ⅲ　載積様式：生草及び乾物収量結果を図4，

また飼料成分組成を表3に示した。

1）生草収量

a．条播：ギニアグラスの一番草は草丈の伸長が

遅く，ソルガムに比べ低収であった。二，三番草は再生茎

の仲良も良好で．有効茎数も多くなっている。合計収量は

ソルガムより4％低収であった。

b．全面全層播：ギニアグラスの一番草はソルガ

ムに比べ茎数が多く，多収となった。二番草は倒伏を懸念

して．考素施肥量を4kg／10aに控えたので草丈の伸長が

小さく梓径も極細が多く，ソルガムより低収となった。三

番草は追肥量を10kg／10a施用したので有効茎数も多くなっ

た。

ギニアグラス　ソルガム　ギニアグラス　ソルガム

粂　　　播　　　　全面全同播

図4　4・3回刈り栽培の生草と乾物重

2）乾物収量

ギニアグラスの刈取り時における乾物率はソルガムに比

べ同程度からやや低く推移し，合計乾物収量はソルガムに

比べて粂楢で7％，全面全層播で2％低収であった。

（4）飼料成分　一～三番草の平均飼料成分は，TDNで

ギニアグラスは乾物中52．3％，ソルガムは65．7％で，ギニ

アグラスは低かった。

表3　ギニアグラス・ソルガムの飼料成分組成（乾物）

作

物
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一 番 草 19 ．3 0 2 6 ．9 6 55 ．9 4 2 2 ．6 3 3 3 ．3 0 5 6 ．4

二 番 草 9 ．7 1 15 ．6 5 6 8 ．2 5 18 ．28 4 9 ．9 7 4 9 ．1

三 番 草 12 ．9 7 2 1．8 3 6 2 ．8 3 17 ．24 4 5 ．5 9 5 2 ．2

ソ

ル

ガ

ム

パ イ オ ニ ア　％ 8

一 番 草 1 2 ．2 9 2 2 ．8 6 6 4 ．2 1 19 ．12 4 5 ．鳩 6 5 ．9

二 番 草 1 1．4 9 17 ．79 6 8 ．7 6 18 ．5 2 5 0 ．2 4 6 2 ．3

三 番 草 19 ．7 4 3 0 ．6 4 5 6 ．6 6 18 ．2 5 3 8 ．4 1 6 8 ．9

4　ま　　　と　　　め

（1）ギニアグラスはソルガム同様に実用的播種期間は5

月下旬～8月上旬である。各作期の播種～刈取りまでの積

算平均気温は1500～1700℃の範囲で，触込み量は5～7t

／10a確保できる。

（2）播種量は粂楢で，1回刈りは1kg／10a，2～3回

刈りで，2kg／10a，倒伏程度から考慮して，基肥量は10－

10－10kg／10a，2～3回刈りの場合の追肥量はNで10kg

／10aが適当である。

（3）TDNでギニアグラスはソルガムより低かったが，

牧草のオーチャードグラスに類似することから緑肥作物以

外に飼料作物としての利用も可能と思われた。
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